
No 時間 タスク Presenter 　進行司会 実施担当 項　　　　　　　　目 備　　考

1 18:00 司会 L.樫山/L齋藤 　 メイン司会/Subの自己紹介をし例会開始 ライブ中継開始スクリーン

2 第5代会長 L.樫山 L加藤龍也 開会宣言(5周年第100記念例会)とゴング

3 司会 L.樫山 国旗に敬礼

4 L.樫山 国歌斉唱 ※普段よりテンポ早目

5 L.樫山 世界の物故ライオンへの黙祷 15秒程度

6 L.樫山 ライオンズヒム斉唱(3番迄) スクリーン歌詞連動

7 18:15 第一副会長 L.樫山 L中村州 来賓者(その場に起立)及び、地区役員(冊子参照)の紹介

8 18;20 会長 L.樫山 L加藤龍也 歓迎の挨拶 ＊歴代の会長登壇し、横並び ※3分以内

それでは、肥後東LC4年の歩みをご紹介致します・・・・・

9 18:25 司会 L.樫山 録音済 「肥後東ライオンズクラブ5年の歩み」DVD放映　L靍Narration 15分 ナレーション

10 Narration 献血推進活動 井所長対談DVD

11 Narration 下江津湖環境保全活動 Narration

12 Narration 熊本県ボート競技普及活動 県ボート協会　火の国レガッタ

13 Narration 少年サッカー競技支援活動(九州少年サッカー大会/東区小学校交流) Narration

14 Narration CharityGolfコンペ(LCIF寄付金)

15 Narration クラブ会員の関係者及び、家族との親交会 動画

16 Narration □5周年記念事業スタート宣言「桜咲楽PROJECT」 3分CG Narration

17 Narration □5周年記念事業「ゴールトリボンスタート」 ＊NG?

L.樫山

18 18:40 L.樫山 大西一史市長 代理で東区区長:田端高志 3分

19  L.樫山 L高橋 洋 地区カバナー挨拶 3分

20 L.樫山 L碓井　浩康 親ライオンズ熊本城東LC挨拶 3分

L.樫山 4年間活動を支えて頂きました方々へ感謝を込めて・・・ 6名一緒に登壇

21 18:50 L.加藤龍 L.樫山 L木村洋一郎 感謝状/記念品目録(ギフト20,000円) ※下江津湖水草除去 感謝/記念品準備

22 時間稼ぎ L.加藤龍 L.樫山 川浪 感謝状/記念品目録(ギフト20,000円) ※下江津湖水草除去

23 ※10分短縮 L.加藤龍 L.樫山 L碓井　浩康 感謝状/寄付金(タイ支援50,000円)　4年間のフォローへ感謝

24 L.加藤龍 L.樫山 L内田 感謝状/記念品(ランナー時計)　初代から中心メンバーとして寄与

25 L.加藤龍 L.樫山 県ボート協会 感謝状/寄付金or記念品(金一封20,000円) 下江津湖水草除去と競技会  

26 L.加藤龍 L.樫山 市ボート協会 感謝状/寄付金or記念品(金一封20,000円) 下江津湖水草除去と競技会

L.樫山 5周年記念事業として目録・・・・・ 3名一緒に登壇

27 L.加藤龍 L.樫山 大西一史市長 「桜咲楽PROJECT」目録　＊代理　田端高志区長 　

28 L.加藤龍 L.樫山 L高橋 洋 「LCIF寄付金」目録　※地区LCIF委員長 L.高橋 洋 ?

29 L.加藤龍 L.樫山 L井芹 貴子 FWT委員会「ゴールトリボン」目録/200名×1,000円

30  司会 L.樫山 L.齋藤 祝電紹介(選択?)　＊L鳥巣選別

31 19:10 実行委員長 L.樫山 L鳥巣 謝辞 ※19時より

3分　肥後東LC会員は、別室へ

32 19:15 メイン司会交代 L齋藤 MICA MICAライブ2曲 12分～15分 ※流れで

33 19:35 元国際理事 L齋藤 L.吉田憲史 祝辞と乾杯 卓盛　配膳

34 20:30 初代会長 L齋藤 L内田 中締めの挨拶 3分

35 20:40 司会 L齋藤 「また逢う日まで～」 ※20:30を目標

36  幹事 L齋藤 L梶野 ライオンズローア

37 第一副会長 L齋藤 L中村州 閉会の挨拶ゴング

38 L.齋藤 忘れ物確認とタクシー乗場の誘導(会員数名プラカード) 指定業者へ事前依頼

玄関で歴代会長/現三役見送り 肥後/出水タクシー40台

代行→マリーグレイス

(アテンション/受付)

5周年記念例会式次第(案)

祝宴/ランブ準備インターバル  　　❖肥後東LC会員着席椅子は、各自搬出(搬出場所指定)

祝　　　　　　　　　　　宴　　乾杯の準備

祝辞

感謝状/記念品

贈呈式

スクリーン音響

如何でしたしょうか?! 当クラブが誇る自前の制作チームです。
制作監督L伊藤、プロデュースL加田、ナレーションは、L.靍でした
5周年記念へのご祝辞　3名それぞれ名前を呼び、登壇


